
議 事 要 旨 

 

名 称 令和 3年度 第 1回 松山圏域活性化戦略会議（書面開催） 

開催日時 令和 3年 11月 2日(火)送付 

開催場所 －（書面開催） 

出 席 者 －（書面開催） 

議事内容 

 

1.  第１期まつやま圏域未来共創ビジョンの効果検証について 

 

  ● 連携取組の実績について、事務局から報告した。 

    ⇒委員より意見があった。 

     ※意見内容とその対応については、別紙を参照。 

           

2.  松山圏域活性化戦略会議の開催方法について 

 

● 会議開催方法の変更案について、事務局から説明した。 

⇒委員より意見があった。 

 ※意見内容とその対応については、別紙を参照。 

 

 



（別紙） 

 

 

令和３年度第１回 松山圏域活性化戦略会議  

議題１「第１期ビジョンの効果検証について」ご意見一覧 

 

 

令和３年度第１回 松山圏域活性化戦略会議（書面開催）の議題１「第１期まつやま

圏域未来共創ビジョンの効果検証について、検証結果を踏まえて、今後の連携取組に対

するご意見・ご提案があればご教示ください。」で会員の皆様からいただいたご意見は、

以下のとおりです。これらのご意見は、今後、松山圏域で連携して事業に取り組む際の

参考とさせていただきます。 

 

ご意見① 

・経済戦略の策定が△は非常に残念。中長期を見据え、コロナ禍で激変した環境を分

析し、早急に、地域の道しるべとなる経済戦略を策定されたい。 

・コロナ禍により、企業誘致には地方にも優位性が生まれている。KPIを報告書の作

成ではなく、誘致企業数とするなど、重点的に取り組まれたい。また、既設の企業や

関係機関の留め置き策も展開されたい。 

・ポストコロナに向け、インバウンドにつながるプロモーションを圏域で取り組まれ

たい。 

ご意見② 

・全体として見れば、十分な実績が見られる。ただ、△印の評価も散見できることか

ら、更なる改善に向けた取組に期待したい。 

ご意見③ 

・企業版ふるさと納税による、域外からの税収増加による施策を検討されたい。 

ご意見④ 

・取組実績において、一部、新型コロナウイルス感染症の影響が見られたとのことで

あるが、全体的には目標値に達している事業が多く、第１期ビジョンにより松山市を

中心とした圏域連携が進展していると受け止めており、引き続き、第２期ビジョンも

着実に実施されることを期待している。 

 

 

 



 

 

令和３年度第１回 松山圏域活性化戦略会議  

議題２「松山圏域活性化戦略会議の開催方法案について」のご意見について 

 

 

令和３年度第１回 松山圏域活性化戦略会議（書面開催）の議題２「松山圏域活性化

戦略会議の開催方法案について」で、一部ご意見をいただきました。これらのご意見を

踏まえ、今後は、以下の点について特に留意した上で、原則、連携取組の進行管理年度

の戦略会議は書面開催とし、新たなビジョンを策定する年度の戦略会議は、10 月を書面開

催とし、2月をこれまでどおり対面開催とします。 

 

ご意見① 

・書面開催は運営側の手間は減るかもしれないが、参加側の負担は増える。 

・原則、書面だけで開催するのであれば、事業に関して詳細な説明を付す必要あり。 

・オンラインでも良いので、資料の説明は、口頭で行うべき。 

 

ご意見② 

・会議の開催方法ごとにメリット・デメリットがあるため、会議内容に応じて臨機応

変に対応すべき。 

 

 


